
,≡ l ‡山‾機こ械

わが国の建設機械は,国土建設をになう土木建設業界の発展にと

もなって,年々大幅な成長を続けてきた｡

昭和39年前半までは,一般産業機械が設備投資抑制策の影響を受

けて,需要の減退を見せたにもかかわらず,建設機械は道路建設,

港湾整備,建築工事あるいは,オリンピック関連工事などに支えら

れて,依然として活況を呈していたが,オリンピック関連工事が完

成するとともに,その需要ほ減少の傾向を見せ始め,昭和40年初

頒からほ,急激にその在庫高も増加したたわ′ト.虔調整が子‾fなわ才L,

′ヒ産品も減少して建設株機業界にもいよいよ小恍が浸透してきた.ノ

その後,政府の景気刺激策が打ち出されたにもかかわ｢ノず,濡安ほ

依然低迷の一一途をたどっている｡

国内需要ほ上述のとおり低迷したので,各社とも力を輸出力血に

注ぎ,かなりのf光栄が見られた｡また,+二木建設_l二事の海外進出に

ともなう建設機械の輸出もふえてきた｡口立製作所においても,オ

ーストラリア,南アフリカ連邦,ソ連あるいほ,中共など海外で開

催された土木建設機械展,見本市に出占～ん,輸出に積極的な努プJを

したことにより,す一ストラリア,佃7フりカ連邦,‾好南アジャ諸

l_lミⅠをほじめエジプト,ペルーなど海外L捌Iiトドりり+,バーノーシ三-ベル,

トラクタなどを輸出し成果を__Lげた｡

最近の建設機械は,性能の向上ほいうまでもなく,耐久性J)12り1二,

操作性,居せ性の向上が慮く要求されている｡臼仁綿140年度にぉいて

は,これらにノ対する種々の研究改良がなされたが,以卜製/ホーl別にそ

の概要を述べる｡

シ ョ ベ ル系

万能掘削擬は外国との技術提携により国産故種がますます増加す

る傾向にある｡日立製作所ではこの中心枚種であるUlO6を UlO6

Aにモデ/しチェンジし,こjいこよって掘削件能,クレーン性能はい

っそう向上し,保守点検,尻住性がさらに良くなり,業界での地位

ほますます確固たるものになった｡最近では取扱物が土砂のような

軽掘削の場合,能率を上げるため,ジッパ容量を増大する傾向にあ

るのでUlO6Aでほ土砂用として0.8m3ジッパを標準とした｡ま

た,このたび北海道苫小牧港造成工事で,従来垂掘削用1.2m3ジッ

パ付を標準としているUl12ショベルに1.8m3ジッパを取り付け`

長期間使用した結果,きわめて良好な成績をおさめた(柴平運輸株

式会社納人)′.

二こで特三拝Ij】べきもノ)に,l=アニ製作所の開発したUHO3油什式

シ､-/くルがぁる.二.近勺二,油比機器の急速な進歩により建設機械の油

J†三化が進展しているり納忙式ショべノしはわがl一郎こおいてもすでに数

社が製作しているが,いずれも海外技術の導人によるものが大部分

である｡UHO3抽比式ショベルは,日立製作所が長年にわたるショ

ベル製造に関する技術と経験を基にして開発したもので,建築の槻

放言り,宅地の造成丁蕃その他にJムく使川さカーし,その故ノ+な甜消リブJほ

非常な好評を博している｡

建築,_l二人J‾F】の茶礎杭の′裔要は勺ミを迫-,て増加し,大形化する傾向

にある..二.ト†､■/二製作所ではすでに,パイルリーグ,アーースドリルなど

の態礎l二･糾-J撒械を製作Lているが,このほかにり′こ-ス･サーキ

ニしレ〉一シ三王ン･ドリ′L,ケーーシング･ドライバ,直結リーーダ式パイ

ルドライ/ミを新たに矧-】11化し基礎l二幸糊横根がいっそう充実した｡

り‾バース･サーキュレーション･ドリルは,先に西ドイツザルソ

ギッメ杜と技術提携しその国産化を急いでいたものであるが,この

たびPS150形を完成し納入したし)本鮫ほ長い杭,崩落しやすい地

層,かたい地層,水_ヒ作業などの基礎穴掘削にすぐれた成績を示し

托Ljを集めている｡

アーースドリルは,1-11t一/二UlO6Aショベルの付属装置として開発し

たもので,ケーシング･ドライバとハードロブラブバケットを披川
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することにより,i′1仁来.難渋Lていた脚虫Lや--うーい地研や三l三イ_fのH

る砂礫層に対Lても能率よく作業ができく)よ･=こなった′､ケーーシソ

グ･ドライバほ連続的にケーシングに揺動なリーえ,_l二とケーシング

間の粘着プJを断ちりJるものである｡二} これによりケーーシソグ♂)押し込

み,引き抜きがさらに容jかこなった｡この拙作は--j】べて油f‾ヒ装掛こ

より行なわれる｡

厄結リーダ式/く丁卜しラでノミは,懸垂形リー-ダに比べで女シとがよ

く,平行精度のよい杭が打てるので,地附を造成するような建築川

展礎杭打ちにほ最も適している二,従来,パイ′しドライバ川リーダほ,

12A形二および22A形の2種む標準土Lで;挺作していたが,新たに

断何形状を威化して,長い杭まで打てる12B形,22ti形のB形シリ

ーズを完成させた｡

このはかに,UO3シ≡Jベ′Lの_トニ部肘‖+休む綾川した,UO3グラフ

液漢(Lゆんせノー))舶が舟点した..パく枚は,範掘削メイjO.41113ブラゾ茹ご

備えており漁港の液沫に人いに柿推している(島択県中山‾t組納入)し.

ク レ ー ン 系

昭和39年度ほ,27.5tつりFllOトラ､ソククレーンを開発し,す

ぐれた操作性能,長大なブームなどの山で建築士イ⊥bよび.何役業

者間の注目を集めたが,40年度は,引き続いて18.2t一‾_川F65,25

tつりF90トラッククレーン糾調光した仁､前者は道路逓送中二内法に

すべての∴まで適合する巌大根のトラッタグレーンであり,後掛ょこ

の級でつり上能ノJ,ブーム良さが最高のものである､この山者に,

32tつりにキャパシティアップされたFllOトラッククレーン,毛

作業を得意とする10.5tつf)F34トラッククレーンおよぴ,54.5t

つりF210トラッククレーンの3機種を加えた5機種よりなるトラ

､ソククレーンシリーーズが完成した(､今後,この繊細なクレーン件能

と高度の耐久性とが結合調和されたH_たトラッククレーーンシリーズ

は,公共投資,建設関係予算の仲良にともなって着実な駕要の伸び

が期待される｡

クローラクレーンの分野でほ,先に製作したグローラクレーンシ

リーズの内容の充実を図った｡それぞれ16,18.2,22.5tのつり上能

力をもったUlO6Aクレーンシリーズを完成させた｡また大形機種

であるUl16L,U23Wグローラグレーンを製作納人した｡

さらに,荷役の合理化のためトラッククレーンまたは,クローラ

クレーーンのL部旋回体を利用した,周起式旋川ノブクレーンも製作

した｡

ト ラ ク タ 系

ナ′レドーザは,過去数年,その名にそむかぬ推進む重ねてきたが,

40年度は,一般小況の影響を頗く受けて,回付需要ほ横ばいとなっ

た｡国内需要の停滞にひきかえ,東南アジアを主とする海外巾場へ

の進出が前年度に比べて大幅に増加した｡TO9ブ′レドーザ,TSO9

トラクタショベルともに,輸出ほ顕著な増加をホL,いずれも現地

で非常な好評を博しているし】特に,TSO9トラククシご∫ベルほ,多

年の研究改良の結架,件能,耐久1■1ミとも絶対の仁i掛ろご得ているし▲′1'13

ブ′しドーザの駕要も着実に伸び,すでに輸州さJLている｡

一ノノ,7メリカのディア什と技術提携によか+､形トラクタおよび

トラク_タシJベルほ,座業椚は需要が伸びているし･J特に抽仕′ミック

ホーを装着したニトヤール式ローダ心よびクlコーラ式トラクタショベ

ルは,建設▲t二番での高い作業能率とすく､'れた操作性能が好評である｡

この椀種は,最近の土木_1二事現場における労務者小妃を掛､かつ工

事の梗概化を促進する万能放として,欧米では広範囲に使用されて

おり,わが国でも今後多くの需要が期待される｡これと同時に,販

売を開始した農業上りトラクタおよび,作業焼ほ現在北海道地区を中

心として順調な売行きを示している｡他の地区においても,最近,

‥l 機 械 ､173

急速に進んでいる岩笠業人放校化にともない,販路がさらに拡大lする

ものと考えド〕れる._.

技術向での成果としてほ,遵転貝〝)づJブノを軽減することにわが汁

がれ音仙fブースタの故山とフローーーティ ン グシーールの群発に成功し

た.｡油什ブースタの改良ほ,レ/ミ一抹作ノJの軽減を刑一一,たもので,

これによ▼一,て,運転員の疲労が大幅に軽減さjLる｡また,フローテ

ィングシー′しほ,給脈の手間を若しくはぶき,什.常盤備の労力が軽

減するとともに,機械の稼動率を向卜させるという大きな効果が

ある..

エ ン ジ ン 系

娃.没機械川機関ほ,その性能面においてはすでに,外国一流製■1～1

に十分対抗し得る地位に達しでおり,現在改良研究の‾t限は耐久件,

†占頼件の向卜､取扱いの容揚さなどiこおかれ顕許な進歩を示して

いる｡

エアクリーナ,フィルタ,電装品など補機頼も,従来の自動車用

政道んLと異なった,建設機械専用のものが研究,開発され耐振,耐

水の面で,すぐれたものが製rFされるようになった√)-一方,軸受,

ピストンリング,バ′しプなど-i二要‡弘～㌔lの進歩による垂自動申用機関

の潅達にともない,建設機械用機関も,自動車用機関の手法を取り

人れ小形,軽量,高汁りJ化の性向に進んでいるい r‾J立B形検閲ほ,

先′売以来,いくたびか出力の向上を行ない,現在,最高水準にある

が,信頼件,耐久性の1｢TJ上に地道な努力を続けられ,その成果ほ,

業界から高く評価されている｡

鉱 山 機 械

次に鉱L_しト依俄についてほ,哨和40年度の全国出炭目標は5,000ガ

トン慮であったが,竹産体制の立遅れなどの原因で目標達成があや

ぶまれている状況で,労務者の不足も深刻であるため採炭を中心と

･‾j】る枚械化に対する要望は相変らず裁い｡大手炭鉱では長壁式高度

機械化切]勺の生産比率は39年度の35%から本年度は45%になり

その切羽数は39年度の75から95に上昇,そのうちドラムカッタ

使用の蜘羽数は29から44に飛躍的に増大した｡40年度採炭機械に

対する動向はビルト坑中心に75kW以上のコールカッタに重点が

移り,大容量のコールカッタによる1切羽当たりの出炭増大が当面

の努プJLこ】標であることを示しているり-,･ノム水力採炭切羽数も9切

判になり,切羽能率の山では将来性のあることが実許された｡

これF_)の動向に対し1]1■†二製作所では口動制御式強力フで-ド装置

による人容量コーノLカッタを企画し,強ソJフィード装【斧1号機を三

菱鉱業株式会社古賀山鉱業所に納人し既納90kWドラムカッタと

組み合わせて使川し,全国の1切羽出炭の記録を更新する成果をあ

げた〔〕将来1切羽当たり1,000t/口以上の出炭を意図するためには

90kWドラムカッタよりさらに高馬力のものが必要で,その実現

が望まれていたが,幸い三菱鉱業株式会社,関係諸官庁の賛同を得

てlり二界附託録l■打1である200kWドラムカッタが,高電圧(1,000V)の

採1-【jによる防爆上の問題などを克服し,完成納入にヤったのでケ後

の成果が期待されている｡

切羽運搬機の人容量化なら■びに崩落残炭積込の自動化のウェッジ

付強化トラフの試用がテナなわれ,切羽内の自動化に近ずくための努

ノJが進められており,蜘羽進行に伴う沿層坑道の掘進速度上昇のた

めの掘進機の研究に合わせ,炭車積込用のモノレールコンベヤを製

作し中興鉱業株式会社福島鉱業所に納入した｡

また石炭技術研究所より受注した自動化ハイドロホイストが三井

鉱山株式会社砂川鉱業所で実働にはいった｡能力は100t/h,総延長

2,430mで,ハイドロホイストもいよいよ実用化の第一歩を踏み始

めたので今後多方面での活躍が期待される｡
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■ 国産技術で開発したUHO3

油圧ショベル

初の国産油圧ショべ′しとして,衆H注視の中に,40年7月発表さ

JtたUHO3油斤ミショべ′しほ,掘削件,操作性,運搬件など,顧客の

要求に最も合致した油圧ショベ′Lとして,建設1二事に大いに活躍し

ている｡

本磯の特長を示すと

(1)復雑な地形,土質にも広く使用できるように,0.3m3級の

ショベルでほ大きい50PSのエンジンを搭載し,旋凹,走行に大

トルクモータを使拝=ノたことにより,常に大きな掘削能力を示し,

傾斜地や,軟錨地での作業にも十分な力を発揮している｡

(2)標準状態で広範凶な多種の‾■f二幸ができるフロント形状で,

抜群の掘削量が得られる｡

(3)熟練したオペレータの小足という現状か巨),操作を容易な

ものとするため,油圧回路にUHO3独自の2ボン‾プ,2/ミルプ方

式を採用したので複合動作ができ,初心者でも簡単な操作でスム

ーズに,迅速な作業ができる｡

(4)操作レバーに独特の配置をとるとともに,振軌 騒音に対

してほ,エンジンを防振てウソトにして,オペレータの疲労を軽

減している(〕

(5)オイルクーラを作動～削ロl路に装僻し,油温の_卜昇を防l卜し,

夏期でも過酷な連続作業を可能にしている｡

■ UlO6Aシリーズ完成

UlO6万能掘削機UlO6W,Ul(姫Lクローラクレーンは,すでに

強い掘削力と抜群の耐久力と性能により,内外に確固たる地位をr亡i

めているが,さらにこの豊寓な経験に基づき各種の新機構を導入し

て掘削機およぴクレーンの性能を大幅に向上させたUlO6Aシリー

ズ(Ul(娼A,Ul(光AW,UlO6AL)を完成した｡

Aシリーズで改良されたおもな特長は次のとおりである｡,

(1)掘削機性能の強化

(i)ドラグラインおよびクラムシェルパケットとして従来の

0･6m8のほかに0.81113を新しく設け,作業能率の向上をはかっ

た｡.シ+べ′しジッパほユーザのご希望により0,8m:i(土砂用)も

とりつけられる｡

(ii)放熱性の特に良い後ドラムの採用により,ライニソグの

寿命を大幅に延長させるとともに,どんなヘビーサービスにも

安心して作業ができる｡

(2)クレーン性能の向上

(i)Aシリーズ3機種に共通のブームを開発し,互換性,汎

用性の向上をはかるとともに,ブームの自力組立を可能にした｡

共通ブームの装着により次のように仕様を向上させた｡

機 種 最大巻上荷重×作男半径 最大ブーム長さ

UlO6A

UlO6AW

UlO6AL

16t x2.8m

18.2t x3.Om

22.5t x3.Om

m

m

m

ノ∴一ム＋ノブ最長

25m＋6m

25m＋7.5In

28Ⅱl＋9m

(ii)ブーム僻仰レ/ミーを右手操作とし,旋回とブーム僻仰の

同時操作をしやすくした｡また操作力を軽減した｡

(iii)D22級ディーゼルハンマをUlO6AW,UlO6ALのはか

にUl(満Aにも装着可能とした｡

(3)保守,点検,整備の向上

‖､卜

ニ′ゝ

暮i間 祈48巻 第1り･

轡し

図1 UHO3バックホー

(6)整備ほ,凋盤部分がほとんどないので,簡単で,フロント

と走行部分のグリースアップ程度でよい｡

(7)作動池は,ポンプ出Uのフルフローフィルタ,密閉式のオ

イノLタンクなどによf),′削こ清浄に保たJt,油圧機器の寿命が

良いっ

(甚)国内通路事情を考恵して,全点,乍幅を非常に′トさく,重

心を低くまとめたので,8tトラックで軽便に運搬でき,また,狭

帳な現場でも作業できる｡

(i)旋回インタナ′レギヤ

の給脂が運転席からできる

ようにした｡

(ii)撰作レノミーの軸受は

嬬対式自動詞心形ボールベ

アリングを採用したので+一

-バホールまで給脂は不用

となった｡

(iii)燃料タンクやエンジ

ンオイルパンの取りはずし

を簡榊こし,保∴'】:,点検,紫

僻をい--ノそう陸別にした｡

(､4)居住性,安全性の向上

(i)運転席前面の窓ガラ

スほスライド式で完全に開

放でき,運転席頭上の窓も

広く開放できるようiこし,

見通しを大幅に改善した｡

また出入l‾lのドアをさらに

虹くし,取っ手をつけて乗

り降りを便利にするととも

に,ローブ,シープの点検

用ステップを設けるなど紳

ノ■㌔r

凶1 UlO6AWクローラー

ク レーン/

祁にわたって運転者に陵利

なように改良を施した｡

(ii)クレーン系ブーム使用のアタッチノンノ卜すべてにブーム

あおり止二めを装備し,作業の安全性をはかった｡

(iii)バックホーの補助Aフレームにもテレスコープ式のあお

り止めを装備し,作業の安全性をはかった｡

-174-



建 設 鉱

■10.5～54.5tトラッククレーン

シリーズ完成

新たにF65形(18.2tつり),F90形(25tつり)のトラ､リグクレーー

ン2樺種を完成した｡また使川実績を基にFllO形を従来の27.5t

つりかFJ32t/)りに能力アップした√-,これら3機稚に従来のF34

形(10･5t/)り),F210形(54.5tつり)を加え合計5機種の口‾l‡トラ

ッククレーンシリーズを完成し,販売体制を確古銭化した､｢新シリ

ーズのおもな仕様は次のとおりである｡

戟 種

F210

FllO

F90

F65

F34

54.5tx3.66m

32 tx3.2m

25 tx3.6m

l乱2tx3.7m

lO.5tx3.Om

最大ブーム長さ

48m

50形:50m
41形:41m
38m

29m

2仇5m

ブーーム＋

ジプ最大

48十10m

50形:44＋12

｡r41形:41＋12m

35十9m

26＋9ⅠⅥ

2仇5･十6nl

全装僻再旨

新機種F65形,F90形,および能力アップを行なったFllO形ほ,

いずれも従来の口立トラッククレーンの耐久性に加えて,繊細な操

作性を飛躍的に向上させ,能力,

ラッククレーンの決定版である｡

(1)ブームの軽量化により,

いずれも長大である､=)またつf)

仕様面でも同級他社品にまさるト

おもな特長は次のとおりである｡

ブーム長さは同級他社品に比べ,

トニげ能力も大きい(-

(2)合理的なウインチ配乱 軽量設計により,走行姿勢は軽景

コンパクトにまとま一-,ているし.特にF65形は緩和申請を必要とし

ない最大容量のトラッククレーンである〔)

(3)ブームのジョイント方式は従来のポ′しト式にかわる新式の

ピソ式で組立分解作業が簡単,迅速にできる｡ブームの自力組立

も可能である｡

(4)高荷重用ポール式旋回輪の使用により,旋回抵抗が非常に

小さく,スムーズな旋回ができるので荷振れがない｡保守も簡単

■ 国産最大∪23Wタローラクレーン

近年,土木建築1二事の大形化に伴い,綾川クレーーンも人容量化の

傾向にある(,H謀製作所は大形クローラクレーンとして,Ul12,

Ul12L,Ul16,Ul16L,U23,U23W,U23lノの7機種,28～75t

クレーンのシリーズをもち,すでにUl12,Ul12L,Ul16について

は各地で納入実績をもっているが,さらに今回鹿島建設株式会社に

U23W,釜石海陸運送株式会社にUl16Lを納入した√,いずれもーてt

たクローラクレーンの記執冒†であi)特にU23Wは国産最大のクロ

ーラクレーンである】-,

U23Wは鹿島港防波炎‾卜手L明としてコンクリートブロックの海

中埋設を行なうために28mブーム,作業半抒14111で,14tのつ

り上能力が要求された(_..心機ほ標準形U23クローラクレーンのク

レーン能力を増大させたもので,おもな特長は次のとおりであるい

(1)最大巻卜荷重75t(rF業半繹4.3m)の能ノバイfし,同席戯

大のクローラクレーンであるり

(2)本機はクレーンのはか各樺掘削機,パイ′しドラー/てなどの

アタ､ソチノンノトが装着可能なガ能機であるし】

(3)ト′レコンを装備しているため,｢朋抒な巻卜げ,巻卜げがで

き,軸系のねじり振動や衝撃を緩和Lて各部の寿命を延ばして

いる｡

(4)旋ドj_1,走行,ブーム腑仰のクラッチにはクラ､ソチ性能の安

定したオイルクラッチ(湿式多板式)を使用している｡,本クラッチ

ほ構造上調整をまったく必要としないのでその長寿命と相まって

保守を著しく簡戸削こしている｡.また親指粥閏滑を行なうため熱容量

が大きく過酷な使用条件にも耐えられる､ン

(5)旋I一叫ローラは3個1組のローラプロ･ソク4鋭から構成さ

磯
で
あ
る
｡

(5)摩擦式自動クラッチの

使用により,ブーム僻仰操作

は運転手にシ≡いソクを感じさ

せないほどに円滑である｡

(6)二段ミッションせ佐川

しているので作業内容に適し

た作業速度の選択ができる｡

(7)各作動機構はそれぞオt

独iンニしてこおり,また各操作レ

′ミーは自動ロック方式なので

投合動作が簡単にできる｡

(8)旋州最終段を除くすべ

ての歯車類は油槽に収めてあ

るので,運転静J軋保1-J:容易,

耐久性大である｡

(9)高Aフレーム(F90,F

llO)およぴすべてのブームは

動力による臼力組‾うンニができ

る｡

(10) 3点支持ガイドローラ

‾方式の採拝=こより,アウトリ

ガーの出し入れは非常に軽

械 175

図1 44m プ【ム装着の

F90トラックク レーン

く,什手でもできる｡

(11)タアークレーンアタッチメントが装着できる｡このアタッ

チメントはタワーを地上に倒さず,立てたままロープの組み換え

だけでジブ付,トラッククレーンとして使用できる｡

【文11 U23Wグローラ

ク レー ン

れ,ローラブロックl巾端の2偶のローラは‾ト一向荷承を均等化して

受けるようになっているので,1個当りのローラ荷重は少なくか

つ､ド均化しておf),旋回動作ほスムースである｡

(6)操作は辛気操作式によるいわゆるフィンガーチップコント

ロールで衣冠した操作性能と相まノ1てきわめて軽く操作できるの

で作業能率ほ著しく向上した｡

鹿島建設株式会社のU23Wは特殊f一上様として納人したもので最

大巻上荷重は40tである｡

Ul16Lクローラクレーン(55tつり)は釜石港における20tイン

ゴット船積を-i三作業とし,パケ､ソト荷役作業にも活躍している｡

本磯をはじめ,Ul12,Ul12Ⅰ一,Ul16,U23,U23L,28～75tのつ

り卜荷重をもつ大形クローラクレーンの今後の発展が期待される｡
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1 基礎機械の新機種

大口径せん孔機UlO6Aアースドリルや各種パイ′レドライバは建

築,橋脚,高速道路などの基礎‾1‾二事に多数稼動中であるが,大容量

化,多様化する坑礎‾f二幸の要求に答えて,各樺グ)新機種を開発,昏珪

作した｡

(1)PS150リ/ミースサーキュレーションドリルは西ドイツザ

ルツギッタ一社との技術提携により製作された大口径せん孔磯で

大口径,高深度の穴を地中に掘削できる｡従来のせん孔機と異な

り,ビットで砕いた掘削物をサクショソポンプで水とともに吸卜

げて穴外に排出するので,大l一丁繹(最大1.8111)の穴を最大200m

まで一定の掘進速度で高能率にせん孔できるノ孔嘩には静水肝を

かけ,ビットをトトしないので囁何の崩壊ほ非常に少なく,ほと

んどの地層でケーシングを必要としない｡ビットを駆動するロー

タリテーブルが油圧駆動のため本体と分離していかなる場所へも

設置できる｡このため本体を船に搭載して水中に穴を掘削する場

合でも深度の変化,波の影響を受けることなく施工できる｡以上

のように,従来の基礎孔掘削枚にない特長を持っているので,水

中基礎,深い基礎,崩壊の激しい地層の掘削iこほ他機の追従を許

さない威力を発揮している｡

(2)安定よく,高精度の杭打吋能なUlO6A L直結式パイルド

ライバほ万能掘削機の本体にリーダを直接取り付け,従来の懸垂

式パイルドライバに比べて安定度を良くしたため,作業中のリー

ダの動揺が少なく精度の高い杭を打設することができる｡リーダ

角度は状況に応じて油圧シリンダで前後左右に傾斜でき,傾斜地

,での杭打や斜杭を正確,安全に施工でき,長大化し,高精度を要
求される工事に応用される｡

(3)強力なB形パイルドライバ･シリーズは,過酷な作業に耐

えられるようにA形に比較して斬而を大きくし,より長い杭の打

込が可能である｡リーダ重量が軽いため安定よく,リーダエレメ

ントほ完全互換性があり,ディーゼル式かF)ドロップ式に容易に

変えられる｡シープほすべてポールベアリング入りでほとんど給

脂の必要がない｡
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図1PS150リバースサー 図2 UlO6A直結式
キュレーションドり′レ バイ/レドライバ

(4)軟弱地熱こおけるアーースドリ′しでのせん孔は掘削壁面の崩

壊,掘進不能などの障繋が†トド確実な杭造成として近年オールケ

ーシング⊥法が再び望まれる恒向が鹸い.)ケーシングチューブを

土L‡-へ押込む‾方式は,チューブに揺動運動を与えニトとの周辺摩擦

を軽減し押込み,引抜きを容易にする｡既製の専用機との相違は

アースドリ′しにアタッチメントとして装着でき,ドリルバケット

を使用しアースドリルのせん孔能率を維持したことである｡本チ

ュービング装置ほ全油圧式で独立した油圧源のパワーユニットエ

り供給されて作動しアウトリガーの装置により機体の安定がよく

据付も容易である.こJ

また,ドリノしノミナットでは掘削の困難な玉石,転石などの地層

に対して最も能率のよいハイドロりツクダラブバケットを開発し

たこ.ケーーシングドライバと合わせてアースドリルの適用地層をさ

と二Jに拡大したので今後への期待が大きい｡

■ フローティングシール(足回り

油密装置)の開発

ブルドーザおよぴトラクタショベルの足回りに使用されるローラ

類は従来定期的(普通は50時間ごと,水中作業の際は8時間ごと)

に給脂する必要があった｡これほ第1に煩雑で完全な給眠が行なわ

れない欠点がある｡第2に整備時間がかさんで機械の稼動率が悪く

なり施工費もコスト高になる｡

このような欠点を除くため10年ぐらい前から無給脂ローラの開

発が試みられてきた｡まず従来のローラはオイルシールが不完全で

あるため内部からの抽の漏えいおよび外部からの土砂の侵入を完1ミ

に防止二することができなかったり また潤滑油そのものもオイルシー

ルが不完全であるためグリースに限定されていた｡

フローティソグシールは従来のオイルシール(ラバコルク製パッ

キンをコイルバネで相手のシールリングに押し付ける一種のメカニ

カルシール)に代わって開発されたもので金属環2個を互いに0リ

ングで押し付け,その金属環の合わせ面をしゅう動面とした一種の

メカニカルシールである｡図1はこのフローティソグシールを装着

した`トローラであるが,上ローラ,フロントアイドラもこれと同様

に本シールが装着されている〔

本シールならびに本シールを装着したローラの特長は

(1)シール性が完全で液状潤滑油でも十分シー′レすることがで

フローティングシール

【父†1 プープーーチヤンゾシーー′し式ローラ

きるので洞料地には冷却櫨力,耐酸化性,清浄性のすぐれたエン

ジンオイルを使用している｡したがって給油間隔がきわが)て長い｡

(2)シールの金属偏しゅう勅面は硬度HMV(マイクロピッカ

ース硬度)900以_とで耐樺耗性にすぐれており,寿命が長い｡

(3)シー′レの金属環しゅう動画の面圧は約5kg/cm2と高く,

土砂の侵入は完全に防ILされる｡

本シールを装着したローラはシリーズ3級エンジンオイルを使用

した場合中間紫満二】-ゴよびオー/ミホー′レのとき以外にはほとんど給油

の必要がないものである｡したがって下ローラ,上ローラ,フロン

トアイドラほ口常給油の必要がなくブルドーザ発展史L画期的なも

のといえる｡
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■ ディーゼル機関の性能向上

建設機械の発展に伴い,建設機械専用棟関であるB形機関も順調

に発展した｡図1は最近のB-40機関の外観である｡昭和40年度

においては従来の実績に基づき耐久性,信煩性,取扱性の向上を]三

限にした改良を実施した｡主たるものとしては,耐久性の面で,シ

リンダライナの内面表面処理の故山を実施するとともに,ピストン

の材質,形状を変更し,初期なじみの改良をはかり,耐輝耗性を向

上した｡信煩件,取扱件の面では,冬期始動性の向上をはかるた

め,耐寒試験を実施し,電装,-六■■関係,燃料噴射系統の改良を行なっ

た〔つまたT13トラククの生産竜j■削11に伴い,B-60機関の車体に

マッチした改良を始動ガソリン機関を小心に実施した｡

(り 低温始動性の向上

北海道を中心に耐寒試験を実施し,低温始動性の向上をはかっ

た｡従来の実掛£潤滑油SAE20♯を使用し,通常の保守状態で

一15℃まで胎動可能であったが,ヒータプラグを改良し,始動電

動機年刊隼を向上することにより一20℃までの胎動を■吋能とした｡

潤滑仙にSAElOWを使J‾lル,バッテリの保温をすれば,-25℃

まで的軌できる｡なお同時にヒータプラグ,燃料噴射ポンプカッ

プリングの耐久性を向_Lし,始動不良を起こす要内を取ダフ除いた｡

(2)B-る0機関用始動ガソリン機関の改良

T13トラクタにマッチした帖造とするための改良を実施した｡

すなわち全体的な機構として,防水構造とし電装品などの配程を

上部に移し,クローラ上向までの水中作業を可能とした｡また過

酷な取扱いにも耐えるよう全体的に強化した｡なお始動機関のク

ラッチ機構は,強制給油することにより,ピニオンのかみ合せを

解易,確実にした｡図2にB-60機関に装着したGA-20ガソリ

ン始動横間の外観を示す｡
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■ 連続積込を容易にした掘進用

モノレールコンベヤ

掘進作業を要素別にみると,切出し(せん孔,充破),積込,運搬

および安保(わく入)がある｡ここで運搬には災串を使用する場合が

多い-〕したがって切出し,杭込と機械化した場合,機械の稼動率が

著しく低下する｡よって運搬用炭串を抑進サイクルによって決める

必零数同時を差込み,連続的に掘進機械を稼動させることが必要で

ある｡また,木機ほこれらを解決するため掘進棟などの後方運搬機

として設計製作された()

なお,本機の特長は

(1)連続的な掘進作業と炭巾運搬とを介J叩的に糾み介わせ,濯

搬作業を合禅化する｡,

(2)コンベヤの卜〟を乍抑こしているため一列申分の朕巾を一

度に差込み,かつ,軌道の延長を随時行なうことができ,作業サ

イクルを合邦的に設定できる｡また,盤上に設粁したコンベヤと

組み合わせるときは,その延長rF業は拙進作業に関係なくできる｡

(3)掘進機などの後方運搬としてのコンベヤは掘進作業中の破

発時後退作業に適した構造の必要がある｡本棟は移動拭抗が′ト

さく,操作も著しく簡単である｡

(4)コンベヤの曲折,起伏を自由にし,その案内をモノレール

にしているので自然条件に適した布設が自由にできる｡

(5)原動機およびコンベヤチューン顆は,日立ダブルチェーン

コンベヤと同一品で,コンベヤトラフ(中間部)には切羽用からの

転用品を【･部改造して使用することができる｡

什 様

)与圧搬 能 ‾ノブ

コ ン ベ ヤ 艮

チェーソ速度

ト ラ フ 幅

電 動 株

電 源

80)95t/11(5()/6(トノ)

40＼一70m

O.53/0.64m/s(50/60′､)

620mm

30kWおよぴ40kW

200/220V,400/440V(50/60ハ∪)

177

偶造と偵法用

主要部分ほすべて標準ダブルチェーソと共通でありおもに,

(1)駆動部と中間部との閃にS二子二形のランプトラフを設けて

天盤側まで上げ,その両端を口在継手構造とした｡

(2)支保につり下げる畔イホ良さのモノレールな設けた｡

(3) コンベヤクつ■l--一間を走行rてl小三にするためローラハソガーで

モノ レールにつり Fげたr)

(4)モノレールの固碇金具は各停洗わくに仲川できるフック

チェーン式である｡

(5)リターン一部の構造を簡略化Lナニ｡}

などが構造上の特艮である｡

コンベヤの前端駆動部は炭車用レール上を自走できる構造をも

ち,その上邦は硬石の積込ロとして構成され,掘進楼あるいは積込

機などにより積込口に放出された硬石はコンベヤによって坑道上面

に沿って後送され,コンベヤ下方にそう入されている一連の庚申へ

連続的に積込まれる｡よって掘進作業が連続化し工数低減と人員の

節約ができ効果的である｡
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